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村
議
会
議
長

山
 
口
 
博
 
康

議
長
就
任
に
あ
た
り
、
一
言
御
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
四
月
十
五
日
、
前
議
長
辞
職
に
伴
う
、
議
会

構
成
に
於
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
頂
き
、
議
長
の

職
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
も
と
よ
り
浅
才
・
非
学
な
私

に
は
、
議
長
と
い
う
重
責
を
務
め
る
こ
と
が
、
出
来
る
か

心
配
で
あ
り
ま
す
。

前
議
長
の
よ
う
な
、
手
腕
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
道
志
村
発
展
の
た
め
努
力
し
た
い
と

の
思
い
は
、
負
け
な
い
つ
も
り
で
す
。
そ
の
思
い
と
、
今
日
ま
で
、
経
験
し
た
事
を
活

か
す
べ
く
努
力
し
、
村
政
発
展
・
活
性
化
の
た
め
、
全
身
・
全
霊
を
傾
注
す
る
覚
悟
で

有
り
ま
す
。

私
は
、
村
の
職
員
時
代
、
建
設
課
勤
務
が
長
か
っ
た
の
で
、
公
共
事
業
で
、
村
の
活

性
化
を
図
ろ
う
と
、
二
年
前
、
議
員
に
立
候
補
を
い
た
し
ま
し
た
。

本
村
は
、
急
傾
斜
の
山
間
地
の
た
め
、
こ
こ
数
年
の
異
常
気
象
に
よ
る
大
型
台
風
で

の
土
砂
崩
落
、
河
川
の
氾
濫
等
大
災
害
が
多
く
、
ま
た
、
国
道
・
県
道
も
改
良
が
必
要

な
個
所
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
村
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
に
は
、
や
は
り

ま
だ
ま
だ
公
共
事
業
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
人
口
減
少
問
題
・
観
光
客
誘
致
・
道
志
な
ら
で
は
の
風
景
の
保
存
等
も
重
要

な
課
題
と
し
て
取
り
組
む
覚
悟
で
す
。

議
員
各
位
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
円
滑
な
議
会
運
営
に
、
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、

長
田
村
長
を
は
じ
め
と
す
る
村
当
局
並
び
に
、
村
民
各
位
に
も
特
段
の
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

佐  藤  定  三 

山  口  勝  也

杉  本  秀  明

山  口     力

水  越  茂  広

池  谷  高  明

出  羽  和  平

長  田  達  義

出  羽  和  平

大  田  博  文

副委員長

水  越  茂  広

佐  藤  定  三

杉  本  秀  明

山  口     力

大  田  博  文

委 員 長

大  田  博  文

池  谷  高  明

山  口     力

水  越  茂  広

出  羽  和  平

議 長

副 議 長

山  口  博  康

杉  本  秀  明

委 員 会 名

総務文教常任委員会

建設厚生常任委員会

広 報 常 任 委 員 会

議 会 運 営 委 員 会

人口増加対策特別委員会

●委員会

●正副議長

道
志
村
の
活
性
化
に
努
力
い
た
し
ま
す

新しい議会構成

議会議員研修をおこないました議会議員研修をおこないました
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●
一
般
会
計
補
正
 
４
，５
３
３
万
円
を
追
加

お
も
な
財
源

国
庫
支
出
金

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
９
１
０
万
円
増

県
支
出
金
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
，５
２
０
万
円
増

繰
越
金
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
，０
９
０
万
円
増

お
も
な
使
い
み
ち

雪
害
の
時
の
ゴ
ミ
処
理
費
 
…
…
…
…
…
…
５
０
０
万
円
増

雪
害
に
よ
る
被
災
農
業
者
支
援
…
…
…
３
，０
４
０
万
円
増

臨
時
福
祉
給
付
金

…
…
…
…
…
…
…
…
…
５
５
０
万
円
増

※
二
月
の
大
雪
に
よ
る
ゴ
ミ
処
理
及
び
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
の

倒
壊
の
被
害
を
う
け
た
農
家
の
方
へ
の
補
償
で
す
。

●
条
例
改
正

道
志
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
軽
自
動
車
の
税
金
が
増
額
と
な
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
新
車
購
入
分
よ
り
増
額
課
税
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
28
年
度
で
13
年
を
経
過
し
た
軽
自
動
車
も
増
額
課
税
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

・
法
人
住
民
税
法
人
割
の
一
部
が
﹁
地
方
法
人
税
︵
仮
称
︶
﹂
と
し
て

国
税
化
さ
れ
、
地
方
交
付
税
の
原
資
と
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
法
人
村
民
税
に
つ
い
て
は
法
人
税
割
の
標
準
税
率

12
．３
％
か
ら
９
．７
％
へ
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

お
も
な
審
議
事
項

6 月定例会は６月10 日から13 日まで開催され、一般会
計補正予算、条例改正、工事請負契約の締結などを審議
し、原案通り可決しました。
また、６人の議員が一般質問をし、村政の考えを問いた

だしました。

6月
定例会

４月15日 平成26年第２回道志村議会臨時会
おもな審議事項
新しい議会構成の承認について
条例改正（道志村ひとり親家庭医療費助成に関する条例）
専決処分について（３件）

５月２日 平成26年第３回道志村議会臨時会
おもな審議事項
一般会計補正予算第１回
小中学校改築の委託料、工事請負費の変更
委託料（設計料）： 5,061万円増 全体設計となる。
工 事 請 負 費：１億7,700万円減 工事内容変更（構造変更）。（ )
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Ｑ公共交通
対策は

一般質問
（これが聞きたい）

杉本秀明  議員
ひであき

杉本秀明  議員
ひであき

杉
本過去

に
も
公
共
交
通

機
関
の
問
題
に
つ
い
て

質
問
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
時
点
で

は
、﹁
過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
事
業
﹂
で
の
取

り
組
み
を
組
み
入
れ
、

路
線
の
設
定
と
増
便
を

考
え
る
と
回
答
を
頂
き

ま
し
た
。
そ
し
て
路
線

の
確
保
と
バ
ス
の
増
便

が
実
現
し
ま
し
た
。

し
か
し
ま
だ
ま
だ
住

民
の
皆
様
が
期
待
し
て

い
る
公
共
交
通
の
仕
組

み
に
は
、
な
っ
て
い
な

い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
質
問
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
公
共
交
通

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
お
尋

ね
い
た
し
ま
す
。

バ
ス
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
が

必
要
と
考
え
る

村
長人

口
減
少
、
少
子
高

齢
化
が
加
速
度
的
に
進

展
す
る
こ
と
に
よ
り
、

公
共
交
通
事
業
を
と
り

ま
く
環
境
が
年
々
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
中
、

さ
ら
に
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
る

公
共
交
通
機
関
の
輸
送

人
員
の
減
少
に
よ
り
、

い
わ
ゆ
る
路
線
バ
ス
の

廃
止
・
縮
小
が
進
む

中
、市
町
村
独
自
の
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運

行
す
る
な
ど
し
て
公
共

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

に
努
め
、
一
定
の
効
果

が
現
れ
て
き
て
い
る
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

地
域
に
と
っ
て
必
要

と
な
る
公
共
交
通
の
あ

り
方
を
明
確
に
し
、
路

線
バ
ス
及
び
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
が
一
体
的
か

つ
効
率
的
に
機
能
す
る

よ
う
な
バ
ス
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
が
必

要
と
考
え
ま
す
の
で
、

利
用
実
態
や
利
用
者
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
ル
ー
ト

選
定
及
び
ダ
イ
ヤ
の
設

定
・
変
更
に
つ
い
て
も

検
討
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
の
で
、
交
通

事
業
者
と
し
て
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
た
提
案

も
い
た
だ
く
中
で
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

Ａ

コミュニティバス（イメージ）コミュニティバス（イメージ）
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Ｑ観光振興の官民連携
戦略計画の成果は

池
谷村で

は
﹁
道
志
村
官

民
連
携
観
光
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
戦
略
計
画
﹂
に
基

づ
き
、
平
成
24
年
度
を

初
年
度
と
す
る
５
ヵ
年

計
画
で
実
施
さ
れ
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
。

次
の
３
点
に
つ
い
て

質
問
し
ま
す
。

①
村
が
考
え
る
観
光
事

業
者
と
は
ど
ち
ら
の
事

業
者
を
指
し
て
い
る
の

か
。

②
観
光
事
業
者
と
今
現

在
ど
の
よ
う
な
連
携
を

図
っ
て
い
る
か
。

③
村
と
し
て
官
・
民
と

の
連
携
と
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
か
、

主
だ
っ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
戦
略
計
画
の
結
果
は

出
て
い
る
か
。

観
光
に
関
連
す
る

す
べ
て
の
団
体
、

事
業
者

産
業
振
興
課
長

｢道
志
村
官
民
連
携

観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
戦

略
計
画
｣は
、観
光
に
関

連
す
る
企
業
、村
民
、団

体
が
連
携
し
、
観
光
を

通
じ
た
交
流
人
口
の
増

大
を
図
り
、
地
域
産
業

の
振
興
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
策
定
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
の
中
で
、

｢村
が
考
え
る
観
光
事

業
者
と
は
、
ど
ち
ら
の

事
業
者
を
指
し
て
い
る

の
か
｣と
の
ご
質
問
で

す
が
、
こ
の
計
画
に
標

記
さ
れ
て
い
る
｢観
光

事
業
者
｣と
は
、村
内
で

観
光
に
関
連
す
る
全
て

の
団
体
、
事
業
者
を
想

定
し
た
も
の
で
、
一
般

的
に
言
う
旅
館
、
民
宿

等
を
営
む
観
光
事
業
者

だ
け
で
な
く
、
村
内
で

観
光
に
関
連
す
る
あ
ら

ゆ
る
事
業
者
を
想
定
し

た
も
の
で
す
。

観
光
事
業
者
と
ど

の
よ
う
に
連
携
す

る
か

戦
略
会
議
を
定
期

的
に
開
催
し
、
連
携

強
化
を
図
り
た
い

産
業
振
興
課
長

本
計
画
の
推
進
体
制

と
し
ま
し
て
、
観
光
産

業
の
多
様
化
、
６
次
化

に
対
応
し
、
魅
力
あ
る

観
光
地
の
形
成
に
向
け

て
、
村
が
実
施
す
る
観

光
の
振
興
に
関
す
る
施

策
に
地
域
の
農
林
水
産

業
、
商
工
業
の
事
業
者

が
連
携
を
図
る
こ
と
と

一般質問
（これが聞きたい）

Ａ

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
今

後
、
村
主
導
に
よ
り
連

携
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

戦
略
会
議
を
定
期
的
に

開
催
し
、
連
携
の
強
化

に
努
め
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

戦
略
計
画
の
実
施

計
画
と
成
果
は

特
産
品
開
発
や
地

域
産
業
の
連
携
強
化

に
よ
る
D
１
グ
ラ
ン

プ
リ
開
催

産
業
振
興
課
長

本
計
画
は
、
７
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
か

ら
な
り
、
こ
れ
ま
で
に

頼
朝
公
伝
説
に
ま
つ
わ

る
名
所
旧
蹟
の
整
備
や
、

道
の
駅
や
温
泉
施
設
を

活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
等
を
お
こ
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。特
に
、

平
成
24
年
度
か
ら
実
施

し
て
お
り
ま
す
Ｄ
１
グ

ラ
ン
プ
リ
は
、
観
光
業

に
携
わ
っ
て
い
る
方
々

や
婦
人
団
体
が
参
加
し
、

地
域
の
特
産
品
の
開
発

に
と
ど
ま
ら
ず
、
お
も

て
な
し
の
心
の
養
成
や

地
域
産
業
の
連
携
の
強

化
に
も
つ
な
が
り
、
効

果
の
上
が
っ
た
事
業
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

池谷高明  議員
たかあき

池谷高明  議員
たかあき

②Ａ

③

観光スポット的様観光スポット的様

昨年D1グランプリ昨年D1グランプリ

Ａ
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Ｑトンネル計画の
進捗状況ついて

山
口都

留
道
志
線
ト
ン
ネ

ル
の
実
現
に
向
け
て
の
、

そ
の
後
の
建
設
計
画
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
３

点
ほ
ど
伺
い
ま
す
。
 
 
 
 
 
 
 
 

１
点
目
は
、
い
つ
頃

ま
で
に
計
画
し
て
、
い

つ
頃
の
完
成
を
目
指
し

て
い
る
の
か
。

２
点
目
は
、
ト
ン
ネ

ル
の
ル
ー
ト
は
。

３
点
目
は
、
都
留
市

に
ど
の
よ
う
な
働
き
か

け
を
し
て
い
る
の
か
。

以
上
、
３
点
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

早
期
実
現
を

め
ざ
し
て
い
く

村
長県

道
24
号
の
ト
ン
ネ

ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
の
要
望
と
し
て
、

国
、
県
な
ど
の
関
係
機

関
に
働
き
か
け
を
お
こ

な
い
、
早
期
実
現
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、｢い
つ
頃
ま
で

に
計
画
し
て
、
い
つ
頃

ま
で
の
完
成
を
目
指
し

て
い
る
の
か
｣で
す
が
、

現
時
点
で
は
、
具
体
的

な
完
成
時
期
を
お
示
し

で
き
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
で
き
る
限
り

早
期
完
成
を
目
指
し
、

努
力
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

次
に
、｢ト
ン
ネ
ル
の

位
置
と
延
長
に
つ
い

て
｣で
す
が
、
３
，
０
０

０
ｍ
が
理
想
的
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
な
設
置
位
置

に
つ
い
て
は
、
都
留
市

側
と
協
議
す
る
中
で
、今

後
、決
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

最
後
に
、｢都
留
市
の

協
力
を
ど
う
進
め
て
い

く
か
｣に
つ
い
て
で
す

が
、現
在
、両
市
村
を
対

象
に
し
た
｢整
備
促
進

期
成
同
盟
会
｣の
設
立

を
目
指
し
ま
し
て
、
事

務
レ
ベ
ル
の
協
議
を
開

始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、こ
の
｢期
成
同

盟
会
｣を
中
心
に
し
ま

し
て
国
、
県
へ
の
要
望

活
動
を
展
開
し
、
早
期

実
現
に
向
け
て
、
取
り

組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

山
口役

場
職
員
の
勤
務

状
況
に
つ
い
て

役
場
職
員
は
、職
員
数

も
２
名
減
り
ま
し
た
。

職
員
が
遅
く
ま
で
残
業

を
し
て
い
る
事
は
承
知

し
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、こ
う
し
た
状
況
を
ど

う
思
う
か
。
ま
た
、
そ
れ

に
対
す
る
改
善
方
法
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

次
に
、職
員
の
健
康
管

理
を
、ど
う
把
握
し
対
応

す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

状
況
に
応
じ
た

定
員
管
理
を

村
長現

在
は
臨
時
職
員
の

増
員
に
よ
り
対
応
し
て

い
ま
す
。
職
員
数
の
適

正
な
管
理
は
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
か
ら
管
理
監

督
の
職
に
あ
る
職
員
と

の
連
携
と
状
況
に
応
じ

た
個
別
面
談
の
実
施
や

民
間
活
力
の
導
入
等
も

考
慮
し
た
定
員
管
理
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

快
適
な
職
場
環
境

の
実
現
を

総
務
課
長

年
に
一
度
は
必
ず
健

康
診
断
を
受
信
す
る
よ

う
指
導
し
、自
分
自
身
の

健
康
に
対
す
る
意
識
向

上
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

職
員
の
健
康
診
断
受
診

率
は

Ｈ
24
年
度
は
93
．５
％

Ｈ
25
年
度
は
88
．３
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

精
神
的
な
病
の
把
握

に
つ
き
ま
し
て
は
メ
ン

タ
ル
ス
ケ
ア
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

管
理
監
督
の
職
に
あ

る
職
員
を
先
頭
に
快
適

な
職
場
環
境
の
実
現
を

通
じ
て
職
員
の
安
全
と

健
康
を
確
保
す
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

一般質問
（これが聞きたい）

Ａ

ちから

山口　力  議員
ちから

山口　力  議員

Q

Ａ

Ａ

現在の道坂トンネル現在の道坂トンネル
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Ｑ森林整備
計画は

長
田道

志
村
森
林
整
備
計

画
書
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。

現
在
の
森
林
整
備
計

画
書
は
、
作
成
者
が
山

梨
県
道
志
村
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
道
志
村
独

自
で
作
成
し
た
も
の
な

の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

こ
の
計
画
書
で
は
、

計
画
的
に
保
育
・
間
伐

を
実
施
し
て
行
く
事
が

重
用
で
あ
る
と
あ
り
ま

す
。し
た
が
っ
て
、森
林

整
備
計
画
を
作
る
際
に

は
実
施
計
画
も
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。ま
た
、こ

の
計
画
に
森
林
環
境
税

を
取
り
入
れ
た
方
が
効

率
的
に
整
備
推
進
さ
れ

る
も
の
と
考
え
ま
す
が
、

当
局
の
見
解
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

森
林
整
備
計
画
に

沿
っ
て
推
進
を
図
る

産
業
振
興
課
長

昨
年
度
、
平
成
26
年

か
ら
の
10
年
計
画
と
し

て
、
道
志
村
森
林
整
備

計
画
を
策
定
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
計
画
は
、
森
林

法
の
規
定
に
よ
り
策
定

さ
れ
た
、森
林
･林
業
基

本
計
画
及
び
山
梨
県
地

域
森
林
整
備
計
画
に
則

し
て
策
定
さ
れ
ま
し
た
、

道
志
村
独
自
の
森
林
整

備
計
画
で
、
山
梨
県
と

協
同
で
作
成
し
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

道
志
村
の
森
林
関
連

施
策
の
方
向
性
や
森
林

所
有
者
等
が
行
う
伐

採
、
造
林
の
指
針
等
に

つ
い
て
定
め
て
お
り
、

具
体
的
な
施
業
計
画
等

に
つ
い
て
も
指
し
示
し

た
も
の
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
議
員
の
言
わ

れ
ま
す
と
お
り
、
計
画

的
に
保
育
、
間
伐
や
伐

採
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、今
後
、本
計
画

に
即
し
て
森
林
整
備
の

推
進
を
図
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

次
に
｢環
境
税
を
取

り
入
れ
た
方
が
効
率
的

で
は
な
い
か
｣と
の
ご

質
問
で
す
が
、
森
林
法

第
11
条
に
よ
り
ま
す
と
、

環
境
税
を
取
り
入
れ
た

事
業
を
実
施
す
る
た
め

に
は
、
市
町
村
で
策
定

し
た
森
林
整
備
計
画
に

適
合
し
た
森
林
経
営
計

画
を
森
林
所
有
者
ま
た

は
、
森
林
経
営
の
受
託

者
が
、
策
定
す
る
必
要

が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り

一般質問
（これが聞きたい）

Ａ

長田達義  議員
たつよし

長田達義  議員
たつよし

ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
村

が
受
託
者
又
は
、
森
林

の
経
営
者
と
な
り
、
森

林
経
営
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
が
適
当
か
ど
う

か
、
今
後
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

鹿の食害防止ネット鹿の食害防止ネット

森林環境税を活用し広葉樹に改植森林環境税を活用し広葉樹に改植
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Ｑ観光名所、施設の
維持管理は

出
羽道

志
村
に
も
多
く
の

観
光
名
所
、
及
び
施
設

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ

に
い
く
ま
で
の
ア
ク
セ

ス
を
含
め
て
点
検
・
維

持
管
理
を
ど
の
よ
う
に

し
て
い
る
の
か
お
聞
き

し
ま
す
。

住
民
の
方
か
ら
の
指

摘
を
受
け
て
先
日
、
宝

永
沢
の
雄
滝
、
雌
滝
を

見
に
行
き
ま
し
た
。

滝
に
行
く
ま
で
の
道

が
荒
れ
て
い
る
の
と
、

２
月
の
大
雪
で
倒
れ
た

木
が
危
険
だ
と
い
う
こ

と
で
し
た
が
、
滝
に
行

く
ま
で
の
道
は
石
こ
ろ

も
な
く
き
れ
い
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
道
端

に
倒
れ
か
か
っ
て
い
る

木
が
あ
り
危
険
で
し
た
。

ま
た
、
川
の
な
か
に
何

本
か
の
大
き
な
流
木
が

あ
り
、
あ
ま
り
見
栄
え

が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
れ
ら
は
か
た

づ
け
る
予
定
は
あ
り
ま

す
か
。

す
で
に
観
光
シ
ー
ズ

ン
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、

他
の
観
光
名
所
及
び
施

設
な
ど
の
点
検
及
び
安

全
確
認
な
ど
は
行
っ
た

の
か
、
こ
れ
か
ら
実
施

す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
、

ど
う
い
う
基
準
で
ど
の

よ
う
に
点
検
維
持
管
理

さ
れ
て
い
る
の
か
お
尋

ね
し
ま
す
。

点
検
基
準
な
ど
を
定

め
て
維
持
管
理
し
た
い

産
業
振
興
課
長

本
村
に
お
け
る
観
光

名
所
及
び
施
設
は
、
議

員
の
言
わ
れ
ま
す
と
お

り
、登
山
道
、渓
谷
遊
歩

道
、
吊
り
橋
、
史
跡
、
旧

蹟
、
景
勝
地
な
ど
数
多

く
存
在
し
て
い
ま
す
。

登
山
道
、
遊
歩
道
と

景
勝
地
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
路
に
つ
い
て
は
、
例

年
、
本
格
的
な
観
光
シ

ー
ズ
ン
に
入
る
前
の
６

月
か
ら
７
月
に
か
け
て

危
険
箇
所
の
点
検
や
安

全
確
認
を
行
い
な
が

ら
、草
刈
り
、枝
打
ち
等

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
的
な

整
備
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

本
年
度
も
予
算
計
上

し
、
実
施
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、早
速
、

整
備
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。ま
た
、本
年
度

は
、
２
月
の
雪
害
に
よ

り
、
倒
木
等
へ
の
対
応

も
必
要
と
考
え
ま
す
の

で
、
こ
れ
も
同
時
に
行

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
観
光
施
設

の
維
持
管
理
に
つ
き
ま

し
て
は
、
村
が
整
備
し

ま
し
た
建
物
等
の
施
設

に
つ
き
ま
し
て
は
、
指

定
管
理
者
と
協
議
に
よ

り
、ま
た
、名
所
旧
跡
地

に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

域
の
方
々
の
要
望
等
を

踏
ま
え
、
整
備
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

具
体
的
な
管
理
基
準
が

一般質問
（これが聞きたい）

Ａ

定
め
ら
れ
て
い
な
い
の

が
、
現
状
で
す
。

観
光
施
設
は
、
広
範

囲
で
、
自
然
の
中
に
存

在
す
る
も
の
も
多
く
あ

り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や

現
状
の
確
認
が
難
し
く
、

管
理
の
行
き
届
か
な
い

所
も
あ
り
ま
す
の
で
、

安
心
安
全
で
魅
力
あ
る

観
光
地
の
形
成
に
む
け
、

基
準
を
定
め
る
な
ど
し
、

管
理
強
化
に
務
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

出羽和平  議員
かずとし

出羽和平  議員
かずとし

川の中に倒木川の中に倒木

雄滝雌滝遊歩道雄滝雌滝遊歩道
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Ｑ道志の湯薪ボイラー
排煙装置について

水
越平

成
25
年
度
末
に
導

入
し
た
排
煙
装
置
は
、

電
気
料
金
が
高
く
薪
の

使
用
を
控
え
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ

が
本
当
の
話
だ
と
し
た

ら
、
本
末
転
倒
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
、
設
置

前
に
電
気
料
金
等
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
検

討
は
し
な
か
っ
た
の
か

次
の
２
点
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

①
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

は
ど
の
程
度
必
要
か

②
導
入
し
た
機
種
の
選

定
理
由
は

必
要
な
部
分
の
確

認
を
行
い
再
度
検
討

し
実
施
。

村
長議

員
指
摘
の
﹁
電
気

料
金
が
高
く
薪
の
使
用

量
を
控
え
て
い
る
と
の

こ
と
﹂で
す
が
、薪
の
使

用
量
は
控
え
て
お
り
ま

せ
ん
。
必
要
な
熱
源
確

保
を
す
る
の
に
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
に

あ
っ
た
薪
の
量
で
熱
源

の
確
保
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

議
員
質
問
の
﹁
電
気

料
金
等
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
と
し
て
は
電
気

料
、
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
料
の
２
点
に
つ
い
て

検
討
し
ま
し
た
。
電
気

料
は
装
置
を
稼
働
す
る

ポ
ン
プ
４
台
の
電
気
料

が
年
間
84
万
円
、
機
械

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
料
が
年

１
回
で
94
万
６
千
円
で

す
。
合
計
で
年
間
１
７

８
万
６
千
円
か
か
り
ま

す
。メ

ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ

い
て
は
吸
着
剤
交
換
が

50
万
円
で
す
が
薪
か
ら

発
生
す
る
煙
の
処
理
で
、

化
石
燃
料
、
薬
品
等
か

ら
発
生
す
る
煙
と
は
違

い
、
発
生
す
る
検
体
量

も
少
な
く
吸
着
剤
の
汚

れ
も
あ
ま
り
無
い
た
め

毎
年
の
交
換
は
必
要
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
実

施
時
に
は
必
要
な
部
分

の
再
検
討
を
お
こ
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
機
種
の
選
定

理
由
で
す
が
、

施
設
設
計
業
者
に
提

案
し
て
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
、
煙
突
を
延
長
し

送
風
機
の
風
に
よ
り
排

気
を
行
う
も
の
で
あ
り

ま
し
た
。﹁
こ
の
方
法
だ

と
現
在
の
煙
放
出
場
所

を
25
ｍ
遠
く
に
移
す
だ

け
で
煙
の
量
、
臭
い
を

減
ら
す
事
は
で
き
な
い
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
メ
ー
カ
ー
数
社
に

相
談
し
た
が
決
定
的
な

方
法
は
な
く
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
等
の
大

量
の
煙
除
去
を
す
る
場

合
の
装
置
で
は
費
用
が

高
額
に
な
る
﹂
と
の
事

で
し
た
。ま
た
、八
王
子

市
北
野
清
掃
工
場
の
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ

ー
に
設
置
し
て
あ
る
粒

状
セ
ラ
ミ
ッ
ク
排
煙
浄

一般質問
（これが聞きたい）

Ａ

水越茂広  議員水越茂広  議員水越茂広  議員
しげひろしげひろ

化
装
置
を
視
察
し
煙
、

悪
臭
の
除
去
状
況
を
確

認
し
ま
し
た
が
思
う
よ

う
に
処
理
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
と

同
時
に
施
設
隣
接
地
住

民
か
ら
ス
ク
ラ
バ
ー

︵
排
ガ
ス
洗
浄
装
置
︶

製
造
会
社
を
紹
介
し
て

い
た
だ
き
状
況
を
説
明

し
ス
ク
ラ
バ
ー
テ
ス
ト

機
に
よ
る
除
去
率
測
定

を
行
っ
た
結
果
、
煙
に

含
ま
れ
て
い
る
検
体
の

除
去
率
が
高
い
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
他
に
も
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
薪
燃
焼
で
発
生

す
る
煙
、
臭
い
の
除
去

が
出
来
る
装
置
は
確
認

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

検
討
の
結
果
、
煙
に

含
ま
れ
て
い
る
検
体
の

除
去
率
が
高
い
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
、
ス
ク
ラ

バ
ー
︵
排
ガ
ス
洗
浄
装

置
︶を
選
定
し
ま
し
た
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

設置された排煙装置設置された排煙装置
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議会活動報告
平成 26年５月 22日全国町村議会議長

会表彰伝達・山梨県町村議会議長会表彰式
が行われ、町村議会議員永年勤続者、特別表
彰等に続いて前議長の水越茂広議員が山梨
県町村議会議長会副会長を退任するに当た
り感謝状の贈呈を受けました。
その後、山梨学院大学法学部教授江藤俊

昭氏が、いま、全国の町村議会が関心を持っ
ている議会改革や議会基本条例等について
「町村議会を取り巻く課題」と題して講演が
あり参加者全員熱心に受講してきました。

自治功労者表彰式・町村議会議員研修会（山梨県自治会館）

全国町村議会議長・副議長研修（東京：メルパルクホール）
平成 26年 5月 27～28日に全国町村

議会議長会主催の研修に参加しました。
１日目は「住民と歩む地方議会」と題し
ての講演と「これからの町村議会のあり
方」のシンポジウム。2日目は「地域づく
りを考える」と「日本の政治経済の現状
と今後の行方」と題しての講演でした。
地方議員のありかたを、改めて考える必
要性を感じました。

平成 26年 5月 12～13日にかけ、山
梨県町村議会広報研究協議会で、福島県
の会津美里町へ議会広報編集の視察に行
ってきました。広報編集に対する姿勢、手
順そして課題などについて活発な意見交
換をしました。共通するのは読者の目線
でいかに解りやすい紙面を作るかという
事でした。今後の広報編集の参考にして
いきたいと思います。

広報常任委員長・副委員長研修（福島県：会津美里町）

感謝状贈呈と講演感謝状贈呈と講演

パネルディスカッションの様子パネルディスカッションの様子

広報編集について意見交換広報編集について意見交換
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Ｑ登山道山頂の
見晴らしについて

●村内にある各登山道山頂付近の
見晴らしを良く出来ないか

Ａ 森林法等により規制されて
いる所もあり、調査して
対処します。

議案等の質疑
本定例会で行った、協議会での質疑の一部を紹介します。

Ｑ農業委員の
改選時期ではないか

●農業委員の任期はいつまでですか

Ａ ７月18日が任期です。７月１日
告示、７月６日投、開票を予定
している。

●福祉センター（道志茶屋）の
現在の営業状況は変わった
ところがありますか

Ａ 本年度６月より土曜日の営
業を開始しています。
ショートステイは需要に応
じて検討する。

Ｑ福祉センター
（道志茶屋）の営業は

鳥の胸山からの富士山鳥の胸山からの富士山

道志茶屋道志茶屋

現地視察現地視察
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県
道
24
号
線
︵
都
留
～

道
志
線
︶の
間
伐
は

森
林
所
有
者
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
ま

す
。

質
問

答
弁

平
成
24
年
６
月
定
例
会

交
通
事
故
防
止
対
策
に

つ
い
て

危
険
個
所
の
道
路
改
良
等

に
努
力
い
た
し
ま
す
。

質
問

答
弁

平
成
24
年
12
月
定
例
会

隅切りが施されたため、安全と
なった。他の場所も検討してい
きたい。

今後継続して、事業が行われる
よう要請致します。

その結果今は

議会の考え

あの一般質問は今・・・

民有林間伐事業により、約200ｍをモ
デル地区として施業を実施した。県道
沿い２列の立木を伐採し、路面に日が
当たるように、土地の30％を間伐しま
した。

村道・道坂線入口が、橋のため直角に
交差しており、隅切りができていなか
ったものを、村道側にも橋台を造って、
１.５ｍの隅切工事がおこなわれ安全
が確保された。

神地上付近神地上付近神地橋付近神地橋付近



道志あすなろ会は、平成17年（2005
年）11月に発足し、今年で９年目を迎
えるボランティア団体です。現在30
名。会長は湯川六昭です。
「会」の主な活動は、①医科、歯科
診療所の送迎サービス（毎週木曜日午
前中）、②配食サービス（毎週水曜日、
金曜日）、③ふれあいサロンの参加者
送迎と準備・運営協力（年３回）など
です。会員の多くが高齢者ですが、少
しでも自分の活動がみんなのために
なればとの思いで、社会福祉協議会の
活動に協力して、ボランティア活動を
おこなつています。
ボランティア活動は、報酬や見返り
をもとめるものでありませんが、活動
する人自身が「今日はいいことをし
た」「少しは他人のためになった」な

どの暖かい気持ちをもてるもので、
「生きがい」にもつながります。
「会」は、会員みんなの親睦と教養
を高めるための研修・行楽会（年２
回）を大切にしています。昨年は、山
梨学院大学を訪問し、道志の福祉に詳
しい丸山教授の講演を受けたあと「学
生食堂」で食事をし、丸山教授に学院
内を案内してもらいました。これまで
にも、早川町の訪問や山梨日日新聞・
山梨放送局の見学（記者との懇談会も
開催）など楽しい研修会をおこなって
きました。
お互いに、無理をしないで「ちょボ
ラ」（ちょいボランティア）で楽しく
過ごしたいと思っています。
みなさんも、道志あすなろ会に気軽
に参加してください。

（13）平成26年７月１日発行

紹

介
しょうかい

あ
す
な
ろ
会

「ちょボラ」で
楽しく！！

会　長 湯川　六昭さん

ふれあいサロンふれあいサロン

研修参加者研修参加者
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新
年
度
を
迎
え
、
９
人
が
新
人

議
員︵
１
人
が
２
期
目
︶で
ス
タ
ー

ト
し
た
議
会
も
３
度
目
の
６
月
定

例
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

議
会
も
４
月
か
ら
新
し
い
議
会

構
成
に
か
わ
り
、
今
後
も
村
民
の

皆
様
の
生
活
向
上
と
村
発
展
の
た

め
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
張
り
切

っ
て
い
ま
す
。
 

今
年
も
、大
雪
や
豪
雨
、ま
た
寒

暖
の
差
の
激
し
い
日
が
突
然
や
っ

て
き
た
り
し
て
い
ま
す
。

災
害
に
備
え
る
の
は
難
し
い
が

気
を
引
き
締
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。特
に
こ
れ
か
ら
は
、大
雨
や
台

風
の
季
節
に
な
り
ま
す
の
で
。

気
を
つ
け
て
・
ご
き
げ
ん
よ
う
・
・

︵
山
口
 
力
︶

編
 
集
後
 
記
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がんばる人紹介

道志村の歯科診療所に勤めて、早いもので15年目と
なります。村に来る前は、相模原市、東京代々木に勤
務しました。
歯が悪いと良く咬めないので健康にとってよくあ

りません。人間は食べなくては生きてゆけず、歯や口
腔（こうくう）状態が良くなければ、栄養を充分にと
れません。
咬むときに分泌される唾液の中には、身体にとって

大切な成分が数多く含まれています。良い歯でいることは、全身が健康であることの入
り口であると言えます。

「８０２０運動」（ハチマル・ニイマル運動）を
歯科医師会ではスローガンとしています。これ
は、80才になっても20本の歯を残そうというも
のです。
学校検診や村の検診をして思うのは、小中学生

の虫歯は劇的に少なくなっている反面、40代、50
代以降の歯周病（歯槽膿漏）が課題と思われます。
微力ではありますが、村のみなさまの歯や口腔

状態の改善のために、日々頑張ってゆこうと考え
ています。

道志村歯科診療所
　医　師    水 越     三 弘さん
道志村歯科診療所
　医　師    水 越     三 弘さん

全身の健康はよい歯から


